
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
穏
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
人
や
地
域
、
外
へ
そ
し
て
未
来
へ
、

「
つ
な
が
る
あ
わ
ら
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
中

で
も
、
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
三
つ
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
子
ど
も
・
若
者
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
令
和
６
年
10
月
に
中
学
生
、
令
和

７
年
10
月
に
は
小
学
生
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化

し
、
県
内
の
市
で
初
め
て
小
中
学
生
の
給
食
費
無
償

化
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
天
候
型
の
子
ど
も

の
遊
び
場
は
令
和
８
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、

整
備
が
本
格
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
世
代
の

声
を
聴
く
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
継
続
し
、
政
策
に
確
実
に
反
映
い
た
し

ま
す
。
給
食
費
無
償
化
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
加
え
、
子
育
て
環
境
を
よ
り
良
く
し
、
移
住
や

Ｕ
タ
ー
ン
を
含
む
若
い
世
代
の
定
着
を
着
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
で
す
。
令
和

６
年
の
観
光
入
込
客
数
は
約
２
１
３
万
人
と
過
去

最
多
と
な
り
、
特
に
関
東
か
ら
の
宿
泊
客
が
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業

の
追
い
風
を
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
と
捉

え
、
市
全
体
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
あ
わ
ら
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
湯
の
ま
ち
広
場
周
辺
で
社
会
実
験

を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
温
泉
街
づ
く
り
に
向
け
市
民

や
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。引
き
続
き
、

あ
わ
ら
温
泉
を
中
心
に
、
北
潟
湖
、
吉
崎
御
坊
跡
、

金
津
創
作
の
森
、
市
内
の
遺
跡
群
な
ど
、
市
全
体

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
芦
原
温
泉
駅
か
ら
竹
田
川
周
辺
に
か
け

て
の
エ
リ
ア
を
周
遊
で
き
る
「
ま
ち
歩
き
空
間
」

と
し
て
整
備
し
、
駅
西
口
で
は
、
市
内
初
と
な
る

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
出
店
に
向
け
た
協
議
や
駅
前
児
童

公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
エ
リ
ア
全
体
の
一
体

的
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
企
業
誘
致
や
商
業
店
舗
誘
致
に
も
積
極

新
春
の

ご‌
あ‌

い‌

さ‌

つ

的
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
し
、
市
内
全
域
に
波
及
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
令
和

６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
で
は
市
内
に
も
大
き
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年

度
か
ら
総
務
部
に
危
機
管
理
課
を
創
設
し
た
ほ
か
、

防
災
・
減
災
、
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
耐
震
化
、
地
域

防
災
力
の
向
上
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
、
教
育

環
境
の
充
実
、高
齢
者・障
が
い
者
へ
の
寄
り
添
い
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
Ｄ
Ｘ
推
進
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
美

し
い
ふ
る
さ
と
「
あ
わ
ら
」
を
次
の
世
代
へ
つ
な

い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健

や
か
で
心
穏
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
わ
ら
市
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「じんじゃ」
金津東小学校１年

山
やまもと

本 逢
あ お

央 さん

地元のたからを発見！

「あわらのたから展」入賞作品発表
　ふるさとの魅力を児童の視点で再発見し、表現することを目的に、「第６回あわら
のたから展」を開催しました。市内各小学校から寄せられた 746 点の応募作品の中
から選ばれた、入賞作品をご紹介します！

　学校から帰る時
に、ハピラインがすれ違っているのがすごかった
から選びました。その日は、ハピラインが色が
違うハピラインとつながっていて、いつか色が
違うハピラインにも乗れたらいいなと思いました。

　金津まつりでたい
こをたたいたとき
の絵をかきました。わたしは、にぎやかでみんな
が元気になる金津まつりが大好きです。毎年楽
しみにしています。昔から続いている金津まつり
はあわらのたからです。

　夏休みに縄文ピ
アスのネックレス
作りを体験して楽しかったので、あわらの宝と
して絵をかきました。みんなに興味をもっても
らえるよう、作ったネックレスを右上にえがき、
もようや形が伝わるよう色を工夫しました。

　お家で食べたメロンが美味しくて、また食べ
たいという思いで絵を描きました。

　あわらまつりは盛り上がって
いて、すごく楽しかったので、
その絵をかきました。

　ぼくは、校外学習で肉付き
の面を見ました。その時は
こわいと思ったけれど、ぼく
はおにが好きなので、とても
気に入りました。本物みたい
にかけました。身近にこんなにすごいお面がある
ことを多くの人に知ってほしいです。

　わたしは、花が
好きです。花しょうぶは、北潟湖と一緒になって
美しい自然風景を作り出します。住んでいる人
も、おとずれる人も、この景色を見て、あわら
はいい所だなと思ってほしいです。

「金づまつり」
金津小学校 3 年
小
お が さ わ ら

笠原 彩
あ や め

恵 さん

「じょうもん
ピアス」

金津小学校 4 年
市
いちかわ

川 楓
かえで

 さん

「メロンを
たべている
ところ」

本荘小学校 1 年
德
とくまる

丸 惺
さ ら

空 さん

「わくわく
あわらまつり」
芦原小学校 2 年
金
か ね こ

子 莉
り い な

衣奈 さん

「こわい肉付きの面」
北潟小学校 3 年
南
みなみ

 遥
は る と

大 さん

「きれいに
咲きほこる
花菖蒲」

伊井小学校 4 年
渡
わたなべ

辺 うた さん

全受賞作品はこちら ▶

市
長
賞

教
育
長
賞

　じゅぎょうでせんせいから
くまさかだいぶつのことを
きいたら、なぜかかきたく
なりました。みたままでは
なく、じぶんのなかでうか
んできたいろをそのままクレヨンとえのぐでかき
ました。じょうずにかけてよかったです。

市
長
賞

「みんなが
のるよ

ハピライン」
細呂木小学校 2 年

塚
つ か だ

田 圭
けいすけ

亮 さん

市
長
賞

市
長
賞

教
育
長
賞

教
育
長
賞

教
育
長
賞
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